
竹本 さやか 

名古屋大学 環境医学研究所 神経系分野 I 教授 

 

西暦 1999 年    名古屋大学卒 

 

＜卒業後のキャリアパス＞ 

1999 年 名古屋大学医学部卒業、医師免許取得 

1999 年 名古屋大学附属病院・研修医 

2000 年 京都大学大学院医学研究科・大学院生（指導教官 成宮周教授） 

2003 年 日本学術振興会特別研究員（DC2） 

2003 年 京都大学大学院医学研究科修了・博士（医学）授与 

2003 年 東京大学・大学院医学系研究科・助手（助教）（教室主任 尾藤晴彦教授） 

2010 年 JST さきがけ研究者兼任「脳神経回路の形成・動作と制御」 

2014 年 東京大学・大学院医学系研究科・講師（教室主任 尾藤晴彦教授） 

2015 年 名古屋大学・環境医学研究所・教授 

2015 年 JST さきがけ研究者兼任「統合 1細胞解析のための革新的技術基盤」 

 

＜専門・研究対象＞ 

分子神経科学。神経回路の形成や変化を分子・細胞レベルで捉え、脳機能を支える仕組みを

解明。またこれらの破綻により生じる精神・神経疾患の病態解明をモデル動物やモデル細胞

を用いた基礎研究により推進。 
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